
　請願者である協議会については、
議会において請願が採択されたこ
とから、市では協議会の経緯など
の確認を行うことは考えていない。
しかしながら、今後も路線バスの
運行予定事業者のみならず、必要
に応じて協議会からの聞き取りも
行っていく。

　財務省・厚生労働省は６年から
の見直し案を出している。内容は
ケアプラン料の有料化を始め、利
用者や市の負担増になる項目が多
い。市として準備しておくべきで
はないか。同時に健康長寿を保つ
ためにも高齢者の居場所づくりに
力を入れるべきだがいかがか。

　高齢者等実態調査で把握した高
齢者等の状況や国が示す基本方針
に基づき、白岡市介護保険等運営
協議会等で協議を重ね、第９期介
護保険事業計画を策定していく。
また、地域サロンに職員も関わり、
地域課題の抽出に努め居場所づく
りなどの政策に反映していく。

問 介護保険制度の見直しに
ついて 答 高齢者等の状況を把握し

計画を作成する

　今回、県のプロジェクトにエン
トリーするにあたり、市では何を
目指すのか。また、立地適正化計
画との関係性はどのようになって
いるのか。このプロジェクトは新
白岡駅周辺地域のみを対象として
いるが、どのような街づくりが実
現するのか。

　当プロジェクトと立地適正化計
画は、ともに人口減少社会の課題
に対応するためにコンパクトなま
ちづくりを進めるものである。今
回の取組で得られるノウハウを生
かして将来も市全体の活力を維持
し、安心して暮らせるまちづくり
を実現させる。

石原富子 議員
（TSUNAGU）

問 埼玉版スーパー・
シティプロジェクトは 答 安心して暮らせる

まちづくりを進める

大島　勉 議員
（創政会）

産業建設常任委員会
下水処理場（中川水循環センター）
について
７月12日（火）埼玉県中川水循環センター

　中川水循環センターにおいて、公益財団法
人埼玉県下水道公社中川支社の職員から下水
処理及び下水道資源の有効活用等について説
明を受けた。家庭や工場等から排出される汚
水は、汚水管を通り、中継ポンプ場を経由し
ながら下水処理場（中川水循環センター）に
流入し複数の工程を経て河川へ放流される。
　近年、地球環境の保護、温暖化対策として
二酸化炭素の排出削減など、環境問題への取
組が地球規模で課題となり、県においても下
水道行政を通じて真剣に取り組んでいること
がうかがえた。
　特に、汚水を浄化するだけでなく、水力発
電に加えて、汚泥を分解処理する過程で発生
するバイオガスを発電資源として有効活用し
ていることである。バイオガス発電による年
間発電量は2100世帯分で、かつ、焼却汚泥
が減少したことにより、1100世帯分の二酸
化炭素の削減につながる。このことは、未来
への十分な取組であると感じる。

　さらに、効率的なストックマネジメント計
画の推進を図りながら、事業費の平準化や環
境マネジメントのより積極的な推進を期待す
る。
　日常生活で水道や電気などスイッチ一つで
快適な生活を送ることができるのは、このよ
うな施設が24時間の管理により稼働されてい
ることを忘れてはならない。一方で、市の下
水道政策においては、公共下水道と浄化槽の
運用に不公平が存在している点などを含めて、
下水道事業の在り方を改めて検討する機会が
必要であるとも感じられる。
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50 市固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 同　　意

51 市教育委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 同　　意

52 市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

53 市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

54 市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

55 市入学準備金貸付条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

56 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ — 原案可決

57 埼玉東部消防組合の規約変更について ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

58

令
和
４
年
度

一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

59 国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

60 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

61 介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

62 蓮田都市計画事業白岡駅東部中央土地区画整理事業
特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

63

令
和
３
年
度

一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ — 認　　定

64 国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 認　　定

65 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 認　　定

66 介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 認　　定

67 蓮田都市計画事業白岡駅東部中央土地区画整理事業
特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 認　　定

68 水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決
及び認定

69 公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決
及び認定

70 農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決
及び認定

71 市教育委員会教育長の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 同　　意

72 令和４年度一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

議提案 
第３号

議案第57号「埼玉東部消防組合の規約変更について」
に対する附帯決議 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 原案可決

議提案
第４号 安倍晋三元首相の国葬に反対する決議 ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ × ○ × ○ — 否　　決

（○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　ー：表決なし）

※　18 番　江原浩之議員は議長のため、採決には加わっていません。


